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研究ノート

農業技術教育研究ノート

社会教育研究室・大学院修士課程 榔 田 泰典

《日大型機械化r一貫J体系へC移行
北海道稲作は大裂機械化「一貫」体系へ急激に移行しつつある。北海道稲作の機械化は、 1骨76

年にかいて、乗用トラクター装備霊祭 6割、機械移様a積8割、自脱型コンパインκよる機械刈取面
積8割5分に達している。

とのよう念主要生産過程の「ー寅j機械化は、農民経営〈基本的性格は「づ漫Jと把握される)

の機械化という問題とともKその急激な動態 (1974>年にはそれぞれs溺~生観〉が特徴的であ

る。

農民控営と機械化について、マルクスは『資本論~ (第 6篤第岳?宝章)で「分割地所有は、その

性質上、労働の社会的生産力の発展、労働の社会的念諸形態、資本の社会的集積、大規模念牧高、

科学の累進的応用を排徐ナる」と裁定している。との基本的性質tてよれば農民経営の機械化はあり

えぬととに念る。をたレーニンは「一方では、をさK資本主義とそが、農業v<::j;~ける機械使用をひ

きbとし拡大する要因であ担、他方では、農業への機械の応用は資本主義的性格をもっ、すt.cわち、

それは資本主義的諸関係の形成とそのいっそうの発展十てみちびく J(1)と規定し機械化を資本主義農

業の展開としてとらえている。

すなわち、北海道農業になける機械化「一貫J体系への移行は、農民経営の基本的性格κ条件づ
けられ念がら進行していると同時K、農民経営それ自身の性格を変革しつつあると捉えるととがで

きる。

とのような臼本農業V<:i;>ける機械化の進展は、資本主義的生産様式下の農民的生産様式としてそ

の金構造を分析し念ければ基本的性格、基本的矛盾を把援するととはでき念い。

zつの異質念主主重量様式は、第1V<:、新しいもの(資本主義的生産様式)と古いもの(農民的生産

様式〉とのからみ合いとして存2し、けっして孤立したものでは念い。第2t亡、支配的である資本

主義的生産様式は、古い形態である農民的生重量様式を貫徹し、新しい資本主義的内容をあたえる。

第3V<:、異質な生産様式は一連の矛盾をかかえざるえない。

2つの呉質念生態様式をとのよう Kとらえると、今日の日本農業は次のように性格づけられる。

「対米従属的な患家独占資本主義とその君主かK包摂，(2)され、そのもとで展開される広範念小磁品生

産農業との相互擦係J¥3) i現代資本主義の再生産と蓄積の構造Kいよいよ深〈包摂(2)され、ますま

す包大化した独占体の農業ゑ農民Kたいする系統的念搾取、収奪が多面Kわたる国家独市資本主義

的念政策的操作Kよって支えられ…・・いっそう強化されてきたJ¥3)す念わち、現代資本主義(対米

従属的念国家独占資本主義)の再生産と蓄積の様進K深〈捉えられ、系統的な搾取、収奪のもとtと

ある小商品生産農業と俊格づけるととができる。とのよう念関係と矛盾は、農産物販売、農用資材、

生活物資、労働力、資金等の市場関係をつうじて強化されているのである。
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日本農業のなかれている基本的条件は、とのようK性格づけられるが、ととKは、支配的である資

本主義的生態様式は、古い形態である農民的生産様式を貫徹し、新しい資本主義的内容をあたえる

という意義はとられてはい念い。日本農業になける商業的農業の発展、農業の機械化、す念わち、

日本農業と農民の質的変化を診さえる必要きがある。

との分析視角は、資本主義Vてよる社会的労働の生産カの向上と労働のき士会化論である。

以下では免・イ・レーエンの視角を中心tてのべてい〈。

2) IiロシアK辛子ける資本主義の発展』と『人民の友とは何か』を中心とし、①レーエン全集(ロシ

ア語版、第 5n反)、③レーニン 10巻議集(①一第5版の訳)、 @νーニン全集(ロシア語版第也

版の訳〉を比較検討する。

rロシアになける資本主義の発展Jl(表1を参照〉では、「資本主義の進歩的念歴史的役割は、
こつの短い命題に要約するととができる。す左わち、社会的労働の生産力の向上と労働の社会化で

ある。 J( Aー@ー下)とのべられている部分をあきらかKしなければなら念い。結論的にのペる

念らば、社会的労働の生産力の向上は客犠的側部であり、労働の社会化は主体的側面であるという

ととができる。

第1!'C、社会的労働の生産カの向上(上昇とも訳せるnOBbUlle即時 )では、社会1労働トーのー
(B -(j)上一⑧上)

生産力(npOHBBO.llHT郎 bHb1 X CH，Jj OÔUleCTBeHHO~O Tpy .lla )の盤展(pa組前日e)正社会
(B一也下一@下)

的生産力 (OOI.UeCTBeHHb1X.npOH3BO.llHTe.nbHb1X eHJI-)の発のlもう一つの特性がのべら

れている。

社会的労働の生産力の発展は、機械制大工業の時代Kなける資本主義的生産の完全な技術改造と

技術改造の逃程(r一連の不均等と不均衡のうちで以外にはすすむととはでき念い伊J)を産業部
門問、地域間でとらえている。

社会的生産カの発獲のもう一つの特性では、「生産手段(生産的消費)の増加が、偶人的消費の

増加をはるかK上まわる ζ と Kある ~5)Jとし、資本主義Kよる社会的生産カの発展の必然性Kつい
てのべている。

ナ念わち、社会的労働の生産カの向上とは資本主義的生産!'C:!>-ける完全な技術改造、との改造過

程の社会的展開必然性のとととしてとらえるととができる。(ととでは解明でき念いが、目次では、

社会的労働の生産性の向上、本文では、社会的労働の生君主力、社会的生産力、それぞれ、 np慨回目

。'.ll路Te.nbHOCTH，npOH3B.llHTeJIbH協 CHJI06凶，eCTBeHHOroTpY.lla. OO悶，eCTBeHHb1X 

npOH3BO，llHT倒 bHb1X， CHJI，と主主念る用語を使用している。)(表1)。

第 21'亡、労働の社会化tてついて

ととではまずレ-.:::.ンの労働の社会化論でよく引用されているr人民の友とは伺かJl!'Cついて述

べるn (表2) よく引用されるのは③、(富)の部分であるが、原文を忠実K訳ぜば⑥ー資本主義的

生産Kよる労働の社会化は、けっして、人々が一つの場所で労働するととの念かKあるのでは念く

て (ζれは過程の一小部分Kすぎない)、資本の集積が社会的労働の専門化、各産業部門!'C:j;~ける

資本家の数の滋少、個別的念産業部門の数の増大をとも念うとと、ーす念わち、(生産の多数分数

した過程が生産の一つの社会的過程κ融合するとと)、のなかKある。とのよう念訳に念る。括弧
部分は@@のよう K訳してもよいが直訳するととのようK念るとhうととである。
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直訳するととtてよって本質的K変わるのは@告では、……人々が一つの場所で労働するととKあ

るのでは念〈……ーす念わち、……融合するとと、 tてある。が④では、……人々が一つの場所で労

働するととのなかVてあるのでは念〈……ーす念わち、……融合するとと、のなかKある。となる ζ

とである。

つま夕、労働の社会化は、多数の分散した生産過程が一つの社会的生設過程に融合するとと、そ

れ自体を指しているのでは念〈、一つ社会的生産過程K融合するととの、そのなかKあるという ζ

とK念る。

『ロシアI'C:;¥:?ける資本主義の発展JJ(表 1) I'C:;¥:?いても、資本主義による労働の社会化は次の諸

過穫の念かK現われる。(cー②)と表現されている。諸過程は第 1から第 7;までのべられている

が労働の社会化とのかかわbで総指的には次のようKのべられていると考える。ナ念わち、「経済

的発獲の飛躍的性格、生産方法の急速な改変と生産の医大念集積、人格~隷属と家父長制的関係の

るらゆる形態の消滅(直訳Kよる改変)、住民の移動性、大き~重量業中心地の影響、等々ーとれら

すべて、生産者たちの性格そのものの奥深い(表1-D、@の深刻なは誤訳)変化をもたらさ念い

わけKはいかない」、との部分のf生産者たちの性格そのものの奥深い変化Jとそが労働の社会化

として考えられる内

との 7つの諸過程の念かK現われる生産者たちの性格そのものの奥深い変化は、「自分のための

主主震は社会全体のための生産K転化する J、「生産の!日来の細分状態Kかわって……生君主の集積を

つ〈り だすム「人格的隷績の諸形態の駆逐」、「住民の移動性ム「大き念工業中心地の数の増

大」、「結社への、結合への住民の欲求の増大J、「精神的風貌の変化Jの念かK現われるのであ

る。(性格そのものの奥深い深化の具体的内容はととでは分析され君主い。)

ζのよう念、社会的労働の生産力の向上と労働の社会化論は、もちろん資本主義的生産を分析し

たものであるのしかし、その内容的特徴、たとえば技術の改造、社会全体のための生産等々はι尽

本農業の現段階を非常Kよ〈あらわして辛子b 、問じ傾向をもっていると考えられる。すなわち、と

の理論を再構成し現在の農民経営K適用するととは日本農業の性格変化、農民の性格変化とその矛

盾分析の有力念理論となる。

3)農業技術教育は、1)、 2) の検討とともK技術論、教育論等の検討をふまえ念ければ念らないも

のでるる。とれらは今後の課題とする。

注1. r口シアI'C:;¥:?ける資本主義の発展JWν…ニン 10巻選集別巻 1JJ 大月審1苫 1972 
注2. ととでっかわれている包摂という言言葉は、経済学用語とすれば適当では念いと恩われる。

注 3. W現代資本主義と農業問題』 井野後一 大月番底 19 75 

注4. 浅1と同じ

浅 5. 注1.と開じ
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『口シアtてなける資本主義の発展.!IK:jO>ける労働の社会化論

@ @ ③ 

く拘置CC悶:> KanTa.lIl印刷 (13次) 資本主義の「使命J (恩次) 開左(波 2) (自次〉

nOBh1We服 e npOH3BO.ll.HT倒 bHOCTHOOllleCTBeHHOrO 社会的労働の生産伎の向上(526-

TpY.lI.a 597-598. -OOOOllleCTBJIeHHe TPY.lI.a 599剖 1‘ 527) ..一労働の社会化 (527-528)

A p597 
P526 p631 

日pocpeCCHBHYIDHCTOpHqeCKYね pOJIbKa目前制服陥 資本主義の進歩的念歴史的役部は、 一向ti....・H ・.

MO>KHO pe3IDMHpOBaTb ，lJ.ByMH KpaTK剛 H nωIOAeHHOMH : 二つの短い命題K要約するととが ..・・・・・・・・・.............'・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...

EEOBMM111eUnm0e606n出poe回c'BOltUTmb脳 X CHJI OOllleCTBeHHOrO 
できる。す念わち、社会的労働の 社会的労働の生産力の向上と ζの

TPy~a H OOOOllleCT回 eHHe ero. 生産力の克上と労働の社会化であ 労働の社会化である

る。

Pp59a7 aBUTueupOU3BOllHTenbE制 X CHJI 0αueCTBeHHoro 

p526 p631 

社会的労働の生産力の発盤は・.. 問左

Tpyぇa…

B 

FA59p8 yr釧 ocooeHHOCTbpa3BHT悶 Kamfi8JIl倒OMOOllleCT-

p587 P 632 

資本主義Kよる社会的生産力の発 -・・同友・・・・・..........・…・・・・・・・

BeHHbIX npOH3BO，ll.HT印刷出X CHJI… 援のもう一つの特性は… 他の特録性は・・・・.. 

PC5助99制 eCTBJIeHHeTpY.ll.a KanHTaJIH制倒 npOHBJIHeTCH
p527 p633 

C 資本主義Kよる労働の社会化は次 開左

B CJIe.ll.YKI.ll，HX npoueccax. の諸過程の1i:かtて現われる。

p601 p528 P 634 

-BCe 9TO He MOAeT He BeCTH K r JIYOOKOMy JI制 e眠時 ーとれらすべて、生産者たちの性 ーとれらすべてのものは、生産者

p mωCaMoro XapaKTepa npOHSBO，ll.HTeJIeU，… 格そのものの遺諺i念変化をもたら の性格そのものの去轟是主主立改変
さ念いわけKはいか1i:いのであっ Kみちびか念いでは会か念い。
て……

表 1

i

H

O
由
Iee.
，

①B.I1.JI股豪雪f口α1HO巴 αl>PM張1ECQl凶器持品現職AHHBrr貯 OA TOM3 H拙 A1'E1ll;CTBO n倒 HTHqlE.CKO設 JIHTSpa-
@レーニン 10巻選集 部巻I 大月番底 1972 (11' νーニン全集.!I(第 5絞)の訳J TYPbl MOCKlt.a. 1971 
⑤νーニン全集第8巻大月番底 1972 ( 11' νーニン全集.!I(第も版)の訳〕
同左とは、ほほ同じという意味であって言語上若干の差はある。

注1.

2. 



表2 W人民の友とは何かdIVL$~ける労働の社会化論

(l)p177 

060óruecTB~eHHe Tpy~a KanHTa~HCTHqeC悶M npOH3BO~CTBOM COCTOHT 

COBceM He B TOM.可TO~ぬ~H pa60TaIOT B OMOM nOM erueHHH (9TO T印IbKO町

qaCTHqKa npα.{ecca) . a B TOM，可TOKOH n eHTpanH11 KanHTa~OB COnpOBO況lI.a-

eTC~ CnenHa~H3aQHeH ooruecTBeHHOrO Tpy~a ， yMeHb出eHH酬明c~a KanHTa~­

狙CTOBB Ka>KJJ.O詰 ~a削減 OTpaC~H npOMbI凶~eHHOCTH H yB印刷eHHeMqHC~a 

ocoo副x OTpaC~e泊 npOMbIumeHHOCT日 ;-B Tω~.qTO MHOrHe pa3~pOÓ~eHHbIe 

npOneCCbI npOH3BO~CTBa C~HBaIOTC~ B O~HH ooruecTBeHHbI詰 nponecc

npOH 3BO~CTB a. 

<IDp91 
資本主義的生産Kよる労働の社会化は、けっして、人々が一つの場所で労働するととKあるの

では念<(ζれは過程の一小部分にすぎない〕、資本の集積にとも念って社会的労働が専門化

し、各産業部門VL$~ける資本家の数が減少し、個別的念産業部門の数が増大するとと、ーすな

わち、多数の分散した生産過程が一つの社会的主主意過程K融合すること、十てある。

@p173 

ほぽ閉じ

④資本主義的生産による労働の社会化は、けっして、人々が一つの場所で労働するととる毛ふκ
るるのではな〈て (ζれは過程の一小部分にすぎない〉、資本の集積が社会的労働の専門化、

各産業部門になける資本家の数の減少、鰭別的~注業部門の数の増大をとも~うとと、ーす~
卵、-------、~、J町、r、.，..、rヘJ、."、.r-..r、J町、〆...... 伊、/、..，-、〆、ザ戸、J町、r、】仰、J内、〆、.".、J内..，.、d目、，、--、，、...，.、d肉、'"""-'円相r、.，..、r、...，.、d戸、......，....

わち、(生産の多数分散した過程が生産の一つの社会的過程K融合するとと)、のなかにある。

注 1 ①表1と同じ、ただし第l巻

窃表lと閉じ、ただし第l巻

⑧表1と問じ、ただし第 l巻

④私論
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4月

研究室日誌(昭和 52年度)

2~4 日 日本農業経済学会(於・仙台)(参加、美土路、山田、柳田)

3 0 B I研究交流会「社会教育施設をめぐって一公民館を中心κ-J

。美土路「共同消費・生活手段としての社会教育施設の動向と問題点J

。山 田「コミュニティ施設の運用を中心!'LJ

。高 倉「地域住民の公民鎗職員K対する意識と評価J

5月 1 4 B I研究室学習会「総合技術教育と農民教育K関してJ

1 7 B I社会教育施設見学(苫小牧)

6月 1 0 B I月形町予備調変

1 9 B I社会教育学会 6月集会(参加、美土路、山田、高倉、木村)

25~26B I社会教育学会東北・ヰ繍道8月集会

。山 田「域地社会の変容と住民自治J

。高 倉「戦後社会教育施設行政の展開と問題点一公民館・関書館を中

心!'L-J

。美土路f農家婦人の労働・生活と要求のー断菰J

o千 葉「変貌する農村と農家婦人」

7月 1 8 ~2 2臼 i学生社会調査実習(月形町)

2 6~ 2 9日 !社会教育論公開講箆(量戸町〉

第 I講 布施鉄治北大教授「農村社会の変動」

第E講 美土路 f社会教育の動向と課題J

第波講山閉 「農民教育論J

第N講 言語 倉 「社会教育行政・施設論J

第V講 山崎真秀北大助教授「憲法教育基本法と社会教育J

8月 1~2 日 |第 16屈北側民間教育研究集会(稚内市)(参加、美土路、山田、輔、
他学生1名)

1 2 ~ 1 9日 i別海酪農経営調査会(酪農機織体系と労働編成を中心κ)(山田、木村〉

2 2 ~ 2 6日 !大学院集中講義(那須野隆一百本福校大学助教授)

2 7 ~ 2 8日 i社会教育研究全国集会(福間)(参加、美土路、千葉)

9 jヲ 7日 i有珠山噴火の見舞で研究室として洞爺村訪問(参加、山問、藤田、千葉、

小校)

1 0月 ?日 i生涯学習ゼミナーノレ(於・北大)

8~1 0日 !日本社会教育学会研究大会(於・北大〉

。美土路・木村・千葉「農民労働の社会化と主体形成J

(1) r総論」 美ニヒ路

(め「農業になける矯人労働の性格変化と主体形成J 千 葉

(3) r酪農生君主力の農民的展開と主体形成」 木 村
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。山田・藤田・柳田「大裂機械化「一震J体系十てともなう農業生産の社

会化J

(1) r総論J 山田

(2) r大型機械化「一貫J体系段階の共同化の特徴KついてH事 国

(3) r大型機械イヒ「一実J体系にとも念う労働編成の変化J 柳 服

。高 倉「北海道になける社会教育のき十薗と施設」

。山 砲「農民教育の現状と謀題J

8~ 1 0日 |北海道社会教育推進協議会設立総会(於・北大〉

1 1日 |社会教育学会エクスカーション(小樽、岩内)

1 1 ~ 12臼 j 社会教育学会若手研究者交流(於・震篭)

2 0 f3 I 八雲町「集団づ<.!J入門講緩J

。木村「グループ1'C;j;~けるリーダーの役鋭 j

3 0日 l合向教研集会(札幌)r労働者農民教育J分科会(参加、美土路、山田、
木村、柳田、小校)

1 1月 8 ~ 1 1日 i士別市Kがける滅反と兼業化調査(参加、山田、柳田、小枚、他学生1名〉

1月 6 f3 I 産業教育計画研究施設公開講演会「酪農生産力の現段階と農業教育計趨J
。山 国「酪農民の意識と要求ーアンクート調査を中心I'C-J

。木 村「酪農生産力の現段階と酪農民の主体形成j

7 ・8日 | 北海道農業教育研究会総会
北海道職業教育研究集会(参加、山田、移p悶)

2}j 4~5 f3 I 社会教育推進全国協議会総会(第 14呂、京都)(参加、柳田)

3月

も-6 f3 I 全農協労連第 16問中央労農研究集会(於・秋田)(参加、山田)

1 8日 j 北海道教育学会研究大会(岩見沢)報告・参加

i濁別報告

。千 葉「農業労働1'C;j;~ける農家婦人の地位と性格 J

学生部会

。藤 島「機械導入にとも念う農業生君主力構造の展開過程J

。伊 藤「農業生磁包織の形態過程と農民諸階層の対応J

く昭和 52年度関連講義・ゼミナーノレ〉

〔学部〕

。講義・…・・社会教育論 1(前期)(美土路)

農民教育論 ( 11 ) (山 田)

教育学概説 (後期)(美土路、山郎、高倉)

婦人教育論 (前期)(布施晶子非常勤講師)

社会調査実苦手 1(美土路、山倒、高倉)

0ゼミ 専門演習 III ( 11 ) 
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〔大学院〕

前期テキスト fロシアになける資本主義の発達JI(νーニン〉

後期 11 Ii住民の学習性と社会教育の自由JI(小)11来日夫

編〉

基礎ゼミテキスト『空想から科学JI(エングルス)

11 Ii現代社会教育論JI(千野陽一)

。大学院集中講義一講師・臼本福祉大学助教授那須野隆一氏

。大学続ゼミ f農業技術論JI(美土路、山田、高倉)

テキスト『ヰ繍滋農業発達史JI(ヰ憐道立総合経済研究

所編)Ii労農同盟論JI(国民文庫)Ii農村婦人論JI(美

土路、山間、高倉)Ii資本論JI(山田)
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